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評
判
す

る
と

い
う

こ
と

入

口

敦

志

1
、

は

じ

め

に

江
戸
時
代
に
お
い
て

「
評
判
」
と
い
う
言
葉
で
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る

の
は

「
評
判
記
」
と
よ
ば
れ
る

一
群

の
書
物

で
あ
る
。
当
代
の
遊
女

・

役
者
に
つ
い
て
品
定
め
を
し
た
も
の
に
始
ま
り
、
そ
の
後
更
に
各
種
評

判
記
と
し

て
板
行
さ
れ
盛
行
し
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
述

べ
る
ま
で
も

な
い
。
そ
の
評
判
記
の
淵
源
に

『太
平
記
』
講
釈
と
密
接
に
関
わ
る

『太
平

記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
な
る
書
物
が
存
在
す
る
こ
と
も
既
に
諸
家

に
よ

り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
こ
れ
ま
た
各
種
軍
記
物
語

の
評
判
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
軍
記
物
に

も
属
さ
な
い
、
ま
た
、
所
謂
評
判
記
類
に
も
属
さ
な
い

「評
判
」
と
い

う
題
号
を
も

つ
仮
名
草
子
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
仮
名
草
子
の
う
ち
浅
井
了
意
の

『可
笑
記
評
判
』
を
軍

記
評
判
の
流
れ
に
位
置
づ
け
て
そ
の
意
義
を
考

え
る
論
考

(「仮
名
草

子

評

・
注
の
文
学

ー

『可
笑
記
評
判
』
を
中
心
に
」
『
大
妻
女
子
大
学

文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
』
所
収

平
成
十
年
三
月
刊
)
が
近
時
花

田
富
二
夫
氏
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
花
田
氏
の
駿
尾
に

付
し
て
、
軍
記
物
語
で
も
な
く
、
ま
た
、
遊
女

・
役
者
の
評
判
記
で
も

な
い
仮
名
草
子
時
代
の

「
評
判
」
と
い
う
題
を
持

つ
作
品
の
い
く

つ
か

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
仮
名
草
子
の
特
質
の

一
端
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
「評
判
」
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

2
、

「
評

判

」

の

意

味

軍
記
物
語
に
お
け
る

「評
判
」
を
刊
行
順
に
並
べ
て
み
る
。
▼
を
付

し
た
も
の
は
仮
名
草
子
、
※
を
付
し
た
も
の
は
所
謂

「
評
判
記
」
で
あ

り
参
考
ま
で
に
入
れ
て
み
た
。
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寛
永
十
年

(
一
六
三
三
)
頃

寛
永
十
九
年

(
一
六
四
二
)
▼

正
保
二
年

(
一
六
四
五
)

慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
ま
で

慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)

明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)

※

万
治
三
年

(
一
六
六
〇
)

万
治
三
年

(
一
六
六
〇
)

万
治
四
年

(
一
六
六

一
)

寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)

天
和
元
年

(
一
六
八

一
)

貞
享
二
年

(
一
六
八
五
)

貞
享
三
年

(
一
六
八
六
)

貞
享
四
年

(
一
六
八
七
)

享 正 元 元
保 徳 禄 禄
元 二 十 三
年 年 六 年
((年(

七 七 一 六
一 一 七 九

六 二00

e

『太
閤
記
』
刊

『
可
笑
記
』
刊

『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
刊

『
太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
紗
』
刊

『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
刊

『桃
源
集
』
刊
(現
存
最
古
の
遊
女
評
判
記
)

▼

『
可
笑
記
評
判
』
刊

※

『野
郎
虫
』(現
存
最
古
の
野
郎
評
判
記
)

『甲
陽
軍
鑑
評
判
』
刊

▼

『徒
然
草
嫌
評
判
』
刊(寛
永
十
三
年
成
)

『川
中
島
合
戦
評
判
』
刊

▼

『竹
斎
療
治
之
評
判
』
刊

▼

『古
今
百
物
語
評
判
』
刊

(寛
文
十
二
年
以
前
成
)

※

『
野
郎
立
役
舞
台
大
鏡
』
刊

(狭
義
の
役
者
評
判
記
の
始
め
)

『古
戦
評
判
』
刊

『義
経
記
評
判
』
刊

『平
家
物
語
評
判
暇
類
』
刊

『曽
我
物
語
評
判
』
刊

軍
記
物
語
の
評
判
は
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
加
美
宏
氏
が

「
こ
の
十
七

世
紀
半
ば
頃
は
、
軍
記
評
判
と
い
う
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
が
確
立
さ
れ
た

時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
(「
評
判
記
の
先
駆
ー
軍
記
評
判
」
『太
平

記
の
受
容
と
変
容
』
所
収

一
九
九
七
年

翰
林
書
房
刊
)
と
記
す
と

お
り
の
様
相
を
呈
す
る
。
そ
し
て
加
美
氏
は
軍
記
評
判
を
遊
女

・
野

郎

・
役
者
等
の

「
評
判
記
」
の
先
駆
と
指
摘
す
る

(「『太
平
記
評
判
』

に
関
す
る
補
説
」
『太
平
記
の
受
容
と
変
容
』

一
九
九
七
年
翰
林
書
房
刊

所
収
)
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
嗜
矢
と
考

え
ら
れ
る

『太
平
記
評

判
』
に
つ
い
て

「
評
判
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
み
て
お
き
た
い
。

他
の
軍
記
物

に
比
し
て

『太
平
記
』
に
批
判
書

・
評
判
書
が
特
に
多

い
と
い
う
点

に
つ
い
て
加
美
宏
氏
は
、

こ
の
よ
う
な
批
判
書
の
続
出
が
、
『太
平
記
』
独
自
の
現
象
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
に
、
『太
平
記
』
そ
の
も
の
が
、
そ

う
し
た
批
判
書
を
続
出
さ
せ
る
要
因
な
り
、
性
質
な
り
を
は
ら
み

持

っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
と
か
か
わ

っ
て
こ
よ
う
。
『難
太
平
記
』

『太
平
記
批
判
記
』

な
ど
が
出
現
す
る
背
景
に
は
、

『太
平
記
』

が
、
そ
の
成
立
の
当
初
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
な
圧
力
や
書

き
入
れ
削
除
な
ど
の
要
求
を
う
け

つ
つ
生
成

・
成
長
し
て
い

っ
た

こ
と
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
と
く
に
足
利
方
の
有
力
武
士
の
間
に

は
、
『太
平
記
』
を
南
北
朝
期
の

「正
史
」
の
ご
と
く
見
な
し
、

一

族

一
家
の
勲
功
録

・
軍
忠
状
的
な
も
の
と
見
な
す
傾
向
が
強
か

っ

た
こ
と
が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
(中
略
)
第
二
に
、
半
世
紀
に
及

ぶ
南
北
朝
の
内
乱
を
ね
ば
り
強
く
追
跡
し
、
克
明
に
描
い
て
い
る
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『太
平
記
』
は
、
必
然
的
に
、
動
乱
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

・
合

戦
、
多
様
な
人
物
を
描
き
わ
け
て
お
り
、
乱
世
の
政
治
や
軍
事
の
、

い
わ
ば
百
科
全
書
と
い
う
べ
き
作
品
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
前

記
の
よ
う
な
評
判
書

の
輩
出
と
か
か
わ
り
が
あ
ろ
う
。
(「『太
平

記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
を
め
ぐ

っ
て
」
『太
平
記
享
受
史
論
考
』
所

収

昭
和
六
十
年
五
月

桜
楓
社
刊
)

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
中
村
幸
彦
氏
は

『
太
平
記
』
評
判

書
と
関
係

の
深
い
太
平
記
読
み
に
つ
い
て
、

し
か
し
物
語
僧
の
弁
舌
に
断
腸
し
て
い
る
だ
け
な
ら
ば
太
平
記
読

み
の
大
流
行

は
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。
足
利
の
世
も
末

に
至

っ

て
、
再
び
天
下
大
動
乱
の
戦
国
時
代
に
突
入
す
る
。
『太
平
記
』
は

過
去

の
物
語
と
し
て
よ
り
は
、
当
面
の
戦
乱
下
の
政
治
と
戦
争

へ

の
教
訓
を
、
無
限
に
包
含
す
る
書
物
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

来
た
。

(「太
平
記

の
講
釈
師
た
ち
」

『中
村
幸
彦
著
述
集
』

8
所

収
)

と
記
し
ま
た
別
に
、

こ
の
書

(太
平
記
)
を
鑑
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
政
治

・
軍
学
な
ど

の
様

々
の
教
訓
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
批
判
は
講
義

の

眼
目

で
あ
り
、
講
者
の
見
識
を
示
す
所
で
あ

っ
た
。
(「太
平
記
理

尽
抄
資
料

解
題
」
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
8
所
収

一
九

七
六
年

三

一
書
房
刊
)

と
も
記
し

て
い
る
。

以
上
の
言
を
総
合
す
れ
ば
、
『太
平
記
』
に
お
け
る

「評
判
」
は
、
単

な
る
意
見

・
思
想
の
開
陳
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
に
即
し
た
あ
る
種
実

践
的
な
教
科
書
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は

『太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
の
奥
書
に

「右
太
平
記
之
評
判
は
、

武
略

の
要
術
、
治
国
の
道
也
」
(『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
8
所
収

一
九
七
六
年

三

一
書
房
刊
。
原
漢
文
を
訓
点

に
従

っ
て
私
に
読
み
下

し
た
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

そ
の
こ
と
を
ほ
か
の
資
料
か
ら
み
て
み
る
。

『文
体
明
弁
』
の

「評
」
の
項
目
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

評

按
に
字
書
に
云
く
、
評
は
品
論
な
り
。
史
家
褒
疑
の
詞
な

り
。
蓋
し
い
に
し

へ
は
史
官
各
々
論
著
あ
り
て
も

っ
て

一
時
の
君

臣
言
行
の
是
非
を
訂
す
。
然
れ
ど
も
意
に
随
ひ
て
名
を
命
ず
。

一

に
協
ふ
こ
と
な
か
れ
。
故
に
司
馬
遷
史
記

に
太
史
公
の
日
く
と
称

す
。
し
こ
う
し
て
斑
固
の
西
漢
書
則
ち
こ
れ
を
賛
と
言
ふ
。
萢
曄

の
東
漢
書
又
こ
れ
を
論
と
い
ふ
。
そ
の
実
は
皆
評
な
り
。
し
こ
う

し
て
評
の
名
は
則
ち
始
め
て
三
国
志
に
見
る
。
後
世
こ
れ
に
縁
て

作
者
漸
く
多
し
。
則
ち
必
ず
身
史
局
に
あ
り
、
手
に
史
筆
を
乗
り

て
後
に
こ
れ
を
な
さ
ず
や
。
故
に
二
評
諸
文
粋
に
載
す
。
し
こ
う

し
て
評
史
蘇
文
忠
公
集
中
に
見
る
。
蓋
し
文
章
の

一
体
な
り
。
今

陳
寿
の
史
評
を
も

っ
て
主
と
な
す
。
し
こ
う
し
て
そ
の
他
の
作
者

も
ま
た
並
び
に
列
す
。
分
け
て
史
評
雑
評

の
二
品
と
な
す
と
い

ふ
。
(『文
体
明
弁
粋
抄
』
下
24
オ
～
24
ウ

寛
文
元
年

(
一
六
六

一
)
刊
に
よ
る
。
原
漢
文
、
本
文
に
付
さ
れ
た
訓
点
を
も
と
に
私

に
読
み
下
し
た
)
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加
美
氏

の
言
に
あ
る
よ
う
に

『太
平
記
』
を
正
史
と
と
ら
え
よ
う
と

す
る
当
時

の
立
場
か
ら
は
、
『太
平
記
評
判
』
は
ま
さ
に

「史
官
」
に
よ

る

「評
」

に
も
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
権
威
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
あ
り
、
そ
の
背
景

に

『
文
体
明
弁
』
に
あ
る
よ
う
な
文
章
観
が

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『太
閤
記
』
に
お
け
る

「評
」
に
も
同

様
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
正
徳
二
年
刊
と
時
代
は
下
る
が
、
『平
家
物
語
評
判
暇
類
』

に
は

「今
按
に
、
平
家
物
語
は
元
来
稗
官
の
史
、
兎
園
の
策
な
れ
ば
、

評
を
加
ふ
る
に
た
ら
ぬ
も
の
な
れ
ど
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
「評
」
を

加
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
『文
体
明
弁
』
に
言
う

「史
評
」
に
添
う
よ
う

な
か
た
ち

で
か
な
り
厳
密
に
使

っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ

の
意
味
で
は

『曽
我
物
語
』
も

『
義
経
記
』
も
事
情
は

『
平
家
物
語
』

と
同
じ
は
ず
で
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
評
判
が

『
平
家
物
語
』
を
除

い
て
元
禄
以
降
と
か
な
り
遅
く
に
な

っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
。

一
方
所
謂

「
評
判
記
」
類

に
は
、

ま
さ

に
評
判
記
の
評
判
記
た
る
所
以
は
、
そ
の
当
代
性
と
い
う

一

点
に
あ
り
、
当
時

の
読
者
は
そ
の
故

に
喜

ん
で
読
み
、
後
世
の

我
々
か
ら
み
て
も
、
ま
さ
に
そ
の

一
点
に
他
の
何
物
に
も
か
え
が

た
い
貴
重
さ
が
存
在
す
る

(『江
戸
名
物
評
判
記
案
内
』
岩
波
新
書

一
八
九
五
年
九
月
刊
)

と
い
う
中
野
三
敏
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
「当
代
性
」
が
最
も
重
要

な
要
素
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
『太
平
記
』
に
お
け
る

「評
判
」
に
も
、

先
に
引
用
し
た
加
美
氏
や
中
村
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り

「当
代
性
」
と

い
っ
た
も
の
が
色
濃
く
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
『太
平
記
』
の
評

判
は
後
の

「
評
判
記
」
類

の
淵
源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
も
、

『太
平
記
』

と
そ
れ
に
続
く
時
代
を
扱
う

『甲
陽
軍

鑑
』
と

『太
閤
記
』
は
、
戦
国

の
余
風
の
残
る
江
戸
の
初
期
に
お
い
て

は
ま
さ
に

「当
代
性
」
を
備
え

「評
判
」
さ
れ

る
に
足
る
も
の
で
あ

っ

た
ろ
う
が
、
先
に
述

べ
た

『平
家
物
語
』
や

『義
経
記
』
な
ど
は
正
史

云
々
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
け
で
な
く
、
「当
代
性
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら

も

「評
判
」
さ
れ
る
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
駆
け
足
で
軍
記
物
語
に
お
け
る

「評
判
」
と
い
う
こ
と
を
み
て

き
た
が
、
で
は
、
ま
さ
に
当
代
の
、
し
か
し
な
が
ら
文
芸
で
あ
る
仮
名

草
子
に
お
け
る

「評
判
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
こ
と
を

『徒

然
草
嫌
評
判
』
と

『竹
斎
療
治
之
評
判
』
と
い
う
に
作
品
に
即
し
て
考

え
て
み
た
い
。

3
、
「徒
然
草
嫌
評
判
」

こ
れ
は
題
名
の
通
り

『徒
然
草
』
を
非
難
し
た
書
。
作
者
等
の
こ
と

は
不
明
で
あ
る
が
、
聞
き
役
に
寛
永
十
三
年
の
春
に
筑
紫
か
ら
江
戸

へ

出
て
き
た
男
と
、
講
者
と
し
て
同
じ
く
筑
紫
の
八
十
に
な
る
禅
門
を
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
人
物
は
、
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こ
の
禅
門
と
申
は
若
年
よ
り
異
国
に
わ
た
り
、
天
竺
其
他
国
々
俳

徊
し

て
三
十
余
年
異
国

に
住
居
し
、
五
十
余
年
の
年
に
帰
朝
し
、

医
師
を
し
て
国
々
あ
り
き
け
る
が
、
当
時
此
御
地
に
有
ぞ
あ
ふ
。

(吉

田
幸

一
編

『徒
然
草
嫌
評
判

〈寛
文
版
〉
』
古
典
文
庫

昭
和

五
十
六
年
刊
。
私

に
句
読
点

・
漢
字
等
を
施
し
た
。
以
下
同
)

と
異
国
帰
り
と
し
て
い
る
の
が
珍
し
い
。

そ
れ
と
関
連
し
て
か
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
内
容
を
吟
み
、
新
村
出

氏

の
指
摘

(「南
蛮
関
係
の

一
資
料
」
『新
村
出
全
集
』
第
十

一
巻
所
収

昭
和
四
十
九
年

筑
摩
書
房
刊
)
に
あ
る
通
り
興
味
深
い
も
の
で
あ
る

が
、
本
稿

の
主
旨
で
は
な
い
の
で
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
「
評
判
」
と
い
う

点
か
ら
の
み
考
察
し
て
み
た
い
。

た
だ
し
、
前
に
あ
げ
た

「評
判
」
の
年
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の

『徒
然
草
嫌
評
判
』
の
成
立
年
は

「評
判
」
と
し
て
は
あ
ま
り
に

早

い
。
寛
永
十
三
年

(
一
六
三
六
)
は
、
『
太
閤
記
』
(寛
永
十
年
刊
)

が
か
ろ
う

じ
て
刊
行
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理

尽
紗
』
も

『太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
紗
』
も
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
お

ら
ず
、
『太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
が
刊
行
さ
れ
る
正
保
二
年

(
一
六

四
五
)
ま

で
に
は
ま
だ
十
年
ほ
ど
あ
る
と
い
う
年
で
あ
る
。
吉
田
幸

一

氏
の
古
典
文
庫
の
解
説
に
よ
る
と
、
文
中
に
引
か
れ
る

『野
槌
』
や

『
甲

陽
軍
鑑
』
を
刊
本
で
見
た
と
考
え
れ
ば
、
明
暦
頃
ま
で
成
立
が
下
が
る

と
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

一
方

『野
槌
』
や

『
甲
陽
軍

艦
』
あ
る
い
は

『太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
な
ど
を
写
本

で
見
て
い

た
と
す
れ
ば
成
立
年
を
下
げ
る
必
要
も
な
い
。

し
か
し

『徒
然
草
嫌
評
判
』
は
、
以
下
述
べ
る
と
お
り

「
評
判
」
と

し
て
は
典
型
で
あ
る
軍
記
の
評
判
と
は
違
う
部

分
が
多
い
上
に
、
成
立

に
つ
い
て
述
べ
た
首
尾
の
部
分
に

「
評
」
ま
た
は

「
評
判
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
成
立
時
点

で
は

「評
判
」
と
い

う
書
名
は
念
頭
に
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

お
そ
ら
く
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)、
刊
行
さ
れ
る
に
際
し
て

「評
判
」
の
名
を
付
け
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。
吉
田
幸

一
氏
蔵
本
の
寛
文
十
二
年

の
刊
記

の
部
分

は
、
古
典
文
庫
の
影
印
で
見
て
も
入
木

で
あ

る
と
わ
か
る
も

の
で
あ

り
、
刊
行
は
そ
れ
以
前
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

以
上
の
こ
と
か
ら
そ
れ

ほ
ど
遡
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
寛
文
十
二
年
頃
の
刊
行
時
に
命
名
さ
れ
た
と
し
て
も
、

少
な
く
と
も

「
評
判
」
と
い
う
名
を
付
し
て
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
を
重
視
し
て
、
そ
の
時
期
の
「評
判
」

と
し
て
考
察
す
る
。

こ
の
書

の
内
容
は

『徒
然
草
』
と
そ
の
作
者
吉
田
兼
好
を
徹
底
的
に

非
難

・
中
傷
し
た
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の

一
例
を
あ
げ
て
み
る
。
『
徒
然

草
』
第
二
十
二
段
の

「何
事
も
、
古
き
世
の
み
ぞ
し
た
は
し
き
。
今
様

は
、
無
下
に
い
や
し
く
こ
そ
成
り
ゆ
く
め
れ
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
た
禅
門
は
、

よ
く
腹
に
あ
ぢ
あ
ふ
て
見
た
ま
へ
。
昔
の
世
が
よ
く
て
次
第

に
悪

し
く
な
る
な
ら
ば
、
世
界
に
人
間
の
種
あ
ら
ん
や
。
昔
の
世
ば
か

り
し
た
ふ
は
よ
か
ら
ぬ
事
な
る
べ
し
。
日
輪
の
出
給
ふ
所
も
正
月

よ
り
始
め
、
月
々
に
入
せ
給
ふ
所
も
変
は
り
さ
ぶ
ら

へ
共
、
も
と
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の
季

に
帰
る
ご
と
く
に
、
人

の
世

の
中
も
よ
き
世
も
有
り
、
悪
し

き
世

も
有
り
、
中
な
る
世
も
有
れ
ば
、
唯
四
季
の
移
り
変
は
る
ご

と
く
と
知
る
べ
し
。
(略
)
昔
が
良
く
ば
人
の
家
も
な
し
O
畜
類
の

ご
と
く
に
穴

の
中

に
人
々
住
み
し
と
な
り
。
是
を
良
き
と
い
ふ
べ

き
や
。
人
間
は
智
恵
あ
る
に
よ
り
て
、
次
第
に
賢
く
な
り
、
昔
の

わ
ろ
き
こ
と
を
捨

て
、
良
き
こ
と
を
な
し
、
又
昔
な
き
事
を
仕
出

し
て
、
世
は
次
第
に
良
く
そ
な
り
も

て
く
る
。

と
答
え
、
武
道
具
が
弓
か
ら
鉄
砲
に
な

っ
た
こ
と
、
版
行
の
技
術
が
出

来

て
書
物

が
遠
国
に
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
明
国
よ
り

銀
吹
き
の
法
が
も
た
ら
さ
れ
国
中
に
銀
が
満
ち
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、

昔
よ
り
今

が
良
く
な

っ
た
例
と
し
て
あ
げ
、
説
明
す
る
。
万
事
こ
の
調

子

で
、
す

べ
て
に
わ
た

っ
て

『徒
然
草
』
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
そ

の
批
判

の
根
底
は
、
冒
頭
部
分

で
の
、

抑
、
此
徒
然
草
は
吉
田
兼
好
法
師
と
い
へ
る
人
が
作
と
か
や
。
儒

道

・
釈
道
を
初
め
、
う
き
世
に
有
事
の
あ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
書
た
る

書
な
り
と
見
え
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
の
儒
釈
道
を
知
ら
ず
、
皆
天

理
に
ち
が
ひ
、
釈
道
を
そ
む
き
ぬ
る
書
な
り
O
さ
て
兼
好
法
師
い

か
な

る
者
ぞ
と
思
ふ
に
、
第

一
慢
心
、
第
二
恋
慕
、
第
三
欲
心
深

き
、
世
の
わ
ろ
き
こ
と
皆
備
り
た
る
人
間
成
り
し
。
畢
寛
は
気
の

ち
が
ふ
た
る
、
う

つ
つ
な
し
と
知
る
が
よ
し
。

と
い
う
評
価
で

一
貫
し
て
い
る
。
二

・
三
箇
所
の
褒
め
て
い
る
部
分
で

も
、
兼
好
云
、
物
は
不
具
な
る
こ
そ
よ
け
れ
。
内
裏
造
ら
れ
ぬ
る
も
必

つ
く
り
は
て
ぬ
所
を
残
す
と
書
り
、
か
様

に
又
よ
き
事
も
あ
ま
た

徒
然
草
の
内
に
書
入
を
く
に
よ
り
て
、
い
よ
い
よ
気
の
違
た
る
と

知
れ
り
。

と
、
ほ
と
ん
ど
言
い
が
か
り
の
よ
う
に
し
て
結
局
は
お
と
し
め
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

『徒
然
草
』
で
も
、

こ
の
徒
然
草
は
、
わ
殿
な
ど
が
よ
み
て
よ
か
ら
ぬ
物
な
り
。
中
々

に
源
氏
物
語
な
ど
は
よ
く
ぞ
あ
ら
ん
O
さ
り
な
が
ら
、
橋
が
な
く

て
は
渡
り
も
な
ら
ぬ
。
此
徒
然
草
を
種
と
し
て
物
教

へ
侍
ら
ん
。

と
、
批
判
す
べ
き
悪
書
で
も
教
訓
は
引
き
出
せ
る
の
だ
と
い
う
理
屈
を

つ
け
て

「
評
判
」
の
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
著
述
態
度
は

『太
平
記
』

の

「評
判
」
や

「評
判
記
」
が
、
対
象
に
密
接
に
即
し
て
成
り
立

っ
て

い
る
の
と
全
く
違

っ
て
お
り
、
著
者
の
意
見
や
思
想
を
述

べ
る
た
め
に

た
ま
た
ま

『徒
然
草
』
を
姐
上
に
上
げ
た
だ
け
と
い
う
べ
き
か
。
現
に

内
容
に
は

『
徒
然
草
』
と
は
何
の
関
連
も
持
た
な
い
記
事
の
羅
列
も
多

い
。
重
松
信
弘
氏
の
、

(
こ
の
)
草
子
の
旨
を
甚
だ
し
く
嫌
悪
し
感
情
的
に
兼
好
を
排
撃

し
て
ゐ
る
。
(中
略
)
「嫌
評
判
」
は
全
く
順
序
も
な
く
思
ひ
つ
い

た
点
で
悪
口
雑
言
を
事
と
し
た
も
の
で
全
然
学
問
的
価
値
の
あ
る

も
の
で
は
な
い
。
(「徒
然
草
研
究
史
」
『
国
語
と
国
文
学
』
六
十

一

号
所
収

昭
和
四
年
六
月
)

と
の

『
徒
然
草
』
研
究
史
上
の
意
味
を
認
め
な

い
評
も
首
肯
さ
れ
る
。

た
だ
、
「感
情
的
に
兼
好
を
排
撃
し
て
い
る
」
と

い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
全
体
の
書
き
ぶ
り
か
ら
し
て
、
兼
好
と

『徒
然
草
』
憎
さ
の
あ
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ま
り
に
書
か
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者

の
思

想
を
述
べ
る
た
め
に
た
ま
た
ま

『徒
然
草
』
を
取
り
上
げ
、
徹
底
的

に

批
判
す
る

こ
と
で
自
分
の
思
想
の
優
位
を
示
そ
う
と
意
図
し
て
い
る
よ

う
に
読
め
る
。

次

に
、
先

に
見
た

『文
体
明
弁
』
と
関
連
す
る
興
味
深
い
記
事
を
引

用
す
る
。
源
氏
物
語
は
は
じ
め
か
ら
終
ま
で
う
ら
お
も
て
な
く
恋
路
な
れ

ば
、
中

々
に
か
た
づ
き

て
吉
。
か

へ
つ
て
人
の
教
訓
に
成
べ
し
。

悪
人

は
善
人
の
鏡
な
り
。
煩
悩
則
菩
提
心
な
り
。
む
か
し
よ
り
も

恋
路

よ
り
し
て
道
心
し
た
る
人
多
し
。
又
、
此
源
氏
物
語
は
我
朝

の
史
書
と
そ
思
ふ
。
も
ろ
こ
し
に
は
史
書
官
と
て
、
内
裏
に
居

て
、

当
王

の
悪
事
を
書
て
後
王
の
か
が
み
と
す
る
。
此
源
氏
物
語
も
内

裏
仙
洞

の
道
に
ち
が
ひ
給
ふ
恋
慕
、
又
は
公
家
達
の
事
を
か
き
ぬ

る
は
、
た
だ
大
明
の
史
書
官
也
。
唯
徒
然
草
の
ご
と
く
、
よ
ろ
し

き
事
を
書
く
か
と
す
れ
ば
、
又
、
恋
路
の
ふ
か
き
事
を
書
。
何
と

も
し
れ
ぬ
物
な
り
。

先
に
引
用
し
た

『
徒
然
草
』
と

『
源
氏
物
語
』

の
比
較
と
同
様
に
、

引
用
し
た
前
半
の
部
分

で
は

『
源
氏
物
語
』
は
反
面
教
師
な
が
ら
恋
慕

の
こ
と
を
書
く
と
い
う

一
貫
し
た
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
後
半
で
は
史
書
官
が
後
の
帝
王
の
鑑
と
し
て
書
い
た
物
だ
か
ら
良

い
の
だ
と
い
う
理
屈
で

『源
氏
物
語
』
を
持
ち
上
げ
て
い
る
。
中
国
の

史
書
官
が
た
だ
た
だ
恋
慕
の
こ
と
だ
け
を
記
し
た
史
書
を
書
い
た
か
ど

う
か
の
当
否

は
問
わ
な
い
が
、
史
書
官
が
書
い
た
物
だ
か
ら
手
本
と
な

る
と
い
う
記
述
は
、
『文
体
明
弁
』
そ
の
も
の
の
影
響
と
ま
で
は
言
い
切

れ
な
い
に
し
て
も
、
『文
体
明
弁
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
文
体
意
識
が
か

な
り
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
例
と
し
て
特
筆
す
べ

き
か
O
先
に
述

べ
た
と
お
り
、
内
容
か
ら
み
る
と
、
こ
の

『徒
然
草
嫌

評
判
』
は
軍
記
物
語
の

「評
判
」
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「評
判
」
の
対
象
と
し
て
の

「正
史
」
の
位
置
付
け
と
い
う
点
で
軍
記

物
語
の

「評
判
」
と

一
致
し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
「評
判
」

す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

4
、
「竹
斎
療
治
之
評
判
」

こ
の
作
品
は
、
『竹
斎
』
を
う
け
て
次
々
に
出
版
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
竹

斎
も
の
の
ひ
と

つ
。
ほ
か

の
竹
斎
も
の
が
竹
斎
と
い
う
人
物

の
み
を

と

っ
て
滑
稽
話
を
そ
の
人
物
に
仮
託
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
こ
の

『療
治
之
評
判
』
は
も
と
の

『竹
斎
』
に
お
け
る
名
古
屋
で

の
療
治
噺
を
と
り
だ
し
て
そ
れ
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

特
異
な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
注
目
点
で
あ
る

「評
判
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
題
目
だ
け
か
ら
は

『竹
斎
』
に
お
け
る
薮
医
者
竹

斎
の
療
治
の

一
々
に
対
し
て
、
批
評

・
批
判
を
試
み
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
だ
が
、
実
際
の
こ
の

『療
治
之
評
判
』

に
お
け
る
評
判
は
竹

斎
の
療
治
自
体
を
評
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

ま
ず
そ
の
冒
頭
の
序
に
あ
た
る
部
分

に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

さ
て
も
尾
張

の
国
に
逗
留
し
て
医
術
を

お
こ
な
は
れ
し
療
治

の
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品
々
を
見
る
に
、
た
ゞ
尋
常

(よ
の
つ
ね
)

の
人
と
は
見
え
ず
、

さ
れ
ば
竹
斎
と
い
ふ
名

の
あ
り
て
の
事
か
、
又
は
実
名
を
か
く
し

て
の
事

か
と
有
増
知
れ
る
人

に
尋
ね
問
ぬ
れ
ば
、

い
か
に
も
能
医

者

に
て
、
何

の
な
に
が
し
と
申
た
る
人
と
い
ふ
か
た
あ
り
、
又
は

学
文
を
も
よ
く

つ
と
め
た
る
医
者

に
て
、
療
治
は
し
か
も
上
手
な

り
し
が
、
す
こ
し
思
ひ
よ
り
の
下
心
あ
り
て
、
此
草
子
書
れ
し
と

語
る
人

も
有

と
あ
り
、

そ
れ
に
続
け
て
唐

の
薫
京
と
い
う
名
医
が
医
者
の
心
得
の
書

を
著
し
、
医
者
を
教
え
諭
し
た
話
を
ひ
い
て
、

さ
て
瀟
京
は
陽

(あ
ら
は
)
に
そ
の
人
の
悪
を
取
出
し
て
し
か
り
、

こ
の
竹
斎
は
う
ら
は
ら
に
て
、
陰

(
ひ
そ
か
)
に
し
か
る
心
を
内

に
ふ

く
み
て
か
き
、
外
は
さ
ら
り
と
浮
世
の
は
な
し
に
か
く
な

り
、
能

も
心
得
た
る
人
と
見
え
た
り
、
右
の
薫
京

の
鏡
又
は
見
聞

た
る
と
こ
ろ
を
も

つ
て
、
竹
斎
療
治
を
評
す
る
物
也
、
と
る
人
は

是
を
と
れ

(前
田
金
五
郎
編

『竹
斎
物
語
集
』
古
典
文
庫
、
昭
和

四
十

五
年

に
よ
る
稿
者

の
翻
字
。
漢
字
を
あ
て
濁
点
、
句
読
点
を

補
う
。

以
下
同
)

と
書
き
、
竹
斎

の

一
見
滑
稽
と
見
え
る
療
治
話

に
は
、
当
代

の
医
者
に

対
す
る
批
判

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
話
例

を
あ
げ

て
み
る
。

▲
尾
張
名
護
屋
に
て
宿
を
と
り
、
看
板
を
こ
そ
い
だ
し
け
れ
、
天

下

一
や
ぶ
く
す
し
竹
斎
と
書

て
、
そ
ば

に

一
首
の
歌
を
か
く
扁
鵠

や
書
婆

に
も
ま
さ
る
竹
斎
を
し
ら
ぬ
人

こ
そ
あ
は
れ
な
り
け
れ
と

書
た
り
、
さ
て
も
さ
て
も
天
下

一
と
か
く

さ
へ
上
も
な
き
自
慢
な

る
事
哉
と
思

へ
ば
、
あ
ま

つ
さ

へ
扁
鵠

や
書
婆

に
も
ま
さ
る
と

は
、
我
朝
に
て
は
天
下

一
唐
土
に
て
は
扁
鵠
、
天
竺
に
て
は
誉
婆
、

是
等
の
人
に
ま
さ
る
と
は
、
お
び
た
だ
し
き
事
か
な
、
唐
土
天
竺

我
朝
に
す
ぐ
れ
た
る
此
竹
斎
と
は
申
た
り
申
た
り
、
驚
入
た
る
な

ん
ど
と
は
愚
か
な
る
事
也
、
此
看
板
の
様
子
を
考
る
に
、
能
も
か

か
れ
た
り
と
思
ほ
ゆ
る
、
い
か
に
と
な
れ
ば
、
ま
つ
医
者
を
ば
司

命
と
い
ふ
て
、
人
の
二
つ
と
も
な
き

一
命
を
司
ど
る
大
事
の
役
目

な
れ
ば
、
医
者
の
な
ら
ひ
み
が
く
べ
き
な
ど
の
事
を

つ
と
め
あ
き

ら
め
、
も
は
や
是
に
て
は
医
の
道
に
く
ら
き
事
も
な
く
、
誰
人
に

も
を
と
る
ま
じ
き
と
、
手
前
を
よ
く
よ
く

つ
と
め
か
た
め
て
、
居

出
、
医
者
を
ば
行
は
つ
と
そ
と
お
し

へ
い
ま
し
め
た
る
看
板
の
か

が
み
な
る
べ
し
、
拐
い
つ
れ
の
医
者
も
誰
殿
に
も
を
と
る
事
に
て

は
な
ひ
と
、
心
に
は
人
々
思
ふ
べ
け
れ
ど
も
、

つ
と
む
べ
き
事
を

つ
と
め
も
せ
い
で
は
、
い
か
が
あ
ら
ん
ぞ
、

な
ど
と
、
看
板
の
か
け
方

一
つ
か
ら
裏
の
意
味
を
読
み
取
ろ
う
と
い
う

の
で
あ
り
、
こ
の
態
度
は
全
編
を
通
し
て

一
貫
徹
底
し
て
い
る
。

最
も
極
端
な
例

で
は
、
幼
子
が
井
戸

に
落
ち
た
と

こ
ろ
に
通
り
か

か

っ
た
竹
斎
が
、
吹
膏
薬
を
戸
板
に
塗

っ
て
井
戸
の
中
の
子
を
吸
い
上

げ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
間
に
子
が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
滑
稽
以
外
に

ど
う
読
ん
で
も
救
い
の
な
い
話
で
さ
え
、
こ
の
著
者
に
か
か
れ
ば
立
派

な
含
意
が
た
ち
現
れ
て
く
る
O

籾
も
籾
も
書
た
り
書
た
り
、
こ
れ
は
さ
て
井
の
も
と

へ
落
た
る
も
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の
が
何
と
し
て
吹
膏
薬
に
て
あ
が
る
べ
き
や
、
前

の
目
鼻
を

一
所

へ
吸

い
よ
せ
た
る
に
あ
ぢ
は
ふ
て
、
蓋

に
は
せ
ら
れ
た
る
や
、
情

此
下
心
を
案
る
に
、
是
は
医
師

へ
の
教
、
又
は
病
人
方

へ
の
教
な

り
、
な
ぜ
に
と
な
れ
ば
、
医
者
た
る
人
々
、
煩
を
な
を
し
て
や
り

た
し
、
難
儀
を
助

て
や
り
た
し
と
思
は
ぬ
人
は
千
人
万
人
が
中
に

一
人

も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
今
日
頭
を
そ
り
医
者
に
な
り
て
、
い
ま

だ
さ
じ
の
取
や
う
も
し
ら
ぬ
も
の
に
て
も
、
こ
ろ
さ
ん
と
思
ふ
心

は
夢

い
さ
さ
か
有

べ
か
ら
ず
、
此
竹
斎
も
井
の
も
と

へ
落
た
る
も

の
を

は
上

て
た
す
け
ん
と
、
こ
こ
ろ
千
倍
思
ふ
ゆ
へ
に
、
秘
蔵
の

膏
薬
を
少
計
に
て
は
な
る
ま
じ
き
と
、
き
て
ん
を
は
た
ら
か
し
て

大
な

る
戸
板
に
は
ぬ
ら
れ
た
り
、
し
か
れ
共
薬
力
お
よ
ば
ず
、
療

治
の
ほ
し

へ
あ
た
ら
ぬ
故
に
、
兎
角
す
る
内
に
水
を
呑
て
死
に
け

り
、
井

の
も
と

へ
落
た
る
療
治
の
ほ
し
は
い
か
な
る
事
が
ほ
し
な

る
べ
き
ぞ
、
な
れ
ば
先
は
し
ご
を
を
う
し
て
取

つ
か
せ
、
ほ
そ
引

に
て
能

々
く
く
り
、
数
人
寄
て
は
や
く
引
上
る
を
療
治
の
ほ
し
と

は
申

べ
き
欺
、
拐
皆
医
者
衆

へ
の
を
し

へ
と
は
如
何
、
前
の
通
医

者
た
る
人
は
煩
を
な
を
し
、
苦
悩
難
義
を
た
す
け
い
や
さ
ん
と
、

寝
て
も
覚
て
も
思

へ
共
、
諸
の
病
ひ
れ
う
ち
の
薬
力
ほ
し
へ
は
あ

た
ら
ね
ば
、
か
く
の
ご
と
く
お
ち
あ
ひ
の
水
を
の
み
て
死
す
る
が

ご
と
く
そ
と
い
ま
し
め
教
る
心
也
、
救
た
す
け
ん
と
思
ふ
心
有
と

て
も
、

ほ
し
を
は
つ
し
て
こ
ろ
し
な
ば
、
天
地
鬼
神
の
大
目
に
は

明
か
に
見

て
き
や

つ
は
殺
た
る
ぞ
と
覚
し
め
し
て
、
御
悪

(に
く

み
)
有

べ
し
、
勤
べ
し
勤
べ
し
、
(略
)
拐
又
病
人
方

へ
の
教
の
鏡

と
は
い
か
な
る
事
ぞ
と
申
さ
ば
、
下
手
医
者
に
か
か
れ
ば
、
竹
斎

が
井
戸

へ
落
た
る
幼
児

(お
さ
あ
ひ
)
を
療
治
す
る
や
う
に
て
、

上
る
か
上
る
か
と
思
ふ
間
に
死
る
こ
と
く
、
な
を
る
か
な
を
る
か

と
思
ふ
内
に
死
す
る
事
の
み
な
る
ほ
ど
に
、
ま
つ
始
に
医
者
を
え

ら
び
て
、
よ
き
医
者
に
か
か
れ
と
の
お
し

へ
な
り
。

と
、
明
ら
か
に
失
敗
諌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
引
と
も
い
え
る

理
屈
で
含
意
を
付
会
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
践
に
、

右
の
評
判
は
竹
斎
之
隠
旨
を
発
揮
す
る
が
如
し
と
い
え
ど
も
、
未

だ
竹
斎
の
微
意
に
合
う
べ
き
か
否
か
を
知

ら
ざ
る
也
。
然
り
と
い

え
ど
も
、
今
日
の
評
無
き
が
如
し
。
願
は
く
ば
医
病
の
両
家
此
評

に
因
り
て
、
心
を
人
命
の
重
き
に
托
せ
ば
、
幸
甚
と
爾
云
ふ

(『竹

斎
療
治
之
評
判
』
駿
文
、
原
漢
文
を
私
に
読
み
下
し
た
)

と
あ
る
と
お
り
、
「竹
斎
療
治
」
を
評
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「竹

斎
療
治
」
が
表
面
に
立

て
ず
内
側
で
評
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
酌
ん
で

代
弁
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
『竹
斎
』
自
体
が

「評
判
」
の
書
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

多
少
の
常
套
的
謙
辞
を
含
む
も
の
で
は
あ

ろ
う
が
、
著
者
自
身
が

「未
だ
竹
斎
の
微
意
に
合
う
べ
き
か
否
か
を
知
ら
ざ
る
也
」
と
告
白
し

て
い
る
よ
う
に

『竹
斎
』
の
療
治
諌
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
以
上

に
、
実
際
に
は
著
者
自
身
の
意
見
の
開
陳
を
旨
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
か
な
り
の
牽
強
付
会

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
そ
う
い
う
意
味

で
軍
記
物
語

の

「評

判
」
と
は
か
な
り
違

っ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
先
に

「147一



取
り
上
げ
た

『徒
然
草
嫌
評
判
』
と
は
逆

の
方
向

で
は
あ
る
が
、
同
様

に
評
判
の
対
象
と
は
遠
く
隔
た

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
文
の
最
後
は

「掬
全
部
と
も
に
評
す
べ
き
事
な
れ
ど
も
、
予
が
わ

ざ
な
ら
ね
ば
、
唯
療
治
の
所
ば
か
り
を
評
し
畢
」
と
、
『
竹
斎
』
の
療
治

諌
以
外
の
部
分
に
も
同
様
の
評
判
を
逐

一
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
匂
わ
せ

て
終
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
言

に
沿

っ
て

『竹
斎
』
と
い
う
作
品
を
ど
う

読
む
か
。
『
竹
斎
』
を
滑
稽
話
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
当
世

へ
の
批
判
を

込
め
た
書

で
あ
る
と
い
う
読
み
方
は
可
能

で
は
あ
る
。
例
え
ば
、
京
内

参
り
の
北
野

で
竹
斎
が
目
撃
す
る
上
人
の
堕
落
ぶ
り
や
各
種
技
芸

の
こ

と
な
ど
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
当
て
こ
す
り
や
軽

い
皮
肉
と
い
っ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
世
批
判
自
体
が
こ
の

『竹
斎
』

の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
や
は
り
こ
の
作
品
の
全
体
は
、
慰
み
と
し
て
の

滑
稽
を
旨
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
皮
肉
や
当

て
こ
す
り
は
、
滑
稽
を
描
く
た
め
の
手
段

の
ひ
と

つ
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う

『
竹
斎
』
を
名
古
屋
で
の
療
治
諌
に
限

っ
て
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
徹
底
的
に
批
判

・
教
訓
の
書
と
し
て
読
む
と
い
う
立
場
を
と

る

『竹
斎
療
治
之
評
判
』
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

ひ

と

つ
は
そ
れ
自
体
が
硬
直
し
た
生
真
面
目
さ
に
対
す
る
パ

ロ
デ
ィ
に

な

っ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
近
代

的
な
解
釈

と
考
え
ら
れ
る
し
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
著
者
自
身

に

よ
っ
て
生
硬
と
も
い
え
る
著
作
動
機
が
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み

れ
ば
、
こ
の
作
品
自
体
が
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
と
見
な
す
の
は
や
は
り
無

理
で
あ
る
。

西
田
耕
三
氏
が

「笑
話
と
評
」
(『
日
本
文
学
』
47
巻
10
号
所
収

平

成
十
年
十
月
)
で
笑
話
と
評
と
の
相
互
の
関
係
を
考
察
し
、
「
評
」
に
は

「笑
話
を
さ
ら
に
新
鮮
な
も
の
に
す
る
機
能
」

が
あ
る
と
す
る
が
、
こ

こ
で
の

「
評
判
」

に
は
そ
の
よ
う
な
機
能
は
な

い
と
い
っ
て
い
い
し
、

む
し
ろ
笑
話
を
硬
直
し
た

一
面
的
な
寓
話
と
し

て
し
ま

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

5
、

お

わ

り

に

以
上

こ
こ
で
検
討
し
た
仮
名
草
子
二
作
品
の

「評
判
」
の
特
徴
は
、

対
象
と
な
る
も
の
が
本
来
の

「評
判
」
の
対
象

た
り
得
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。

と
も
に

『文
体
明
弁
』
の
い
う

「史
評
」
で
は
な
い
こ
と
は
、
片
や

『徒
然
草
』
と
い
う

「史
書
官
」
の
手
に
な
ら
な
い
過
去
の
随
筆
作
品

を
対
象

に
し
、
片
や
明
ら
か
に
虚
構
さ
れ
た
笑
話
を
対
象
と
し
た
評
判

で
あ
る
こ
と
か
ら
明
白

で
あ
る
。
で
は

『文
体
明
弁
』
に
言
う
と
こ
ろ

の

「雑
評
」
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く

「雑
評
」
に
最
も
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
当
代
性
を
そ
の
対
象
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
見
か
け

の
上

で
は
両
書
と
も
に
そ
の
対
象
と
は
関
わ
り
な
く
作
者
の
意
見

・
思

想
を
付
会
し
て
お
り
、
意
見

・
思
想
を
述
べ
る
だ
け
で
あ
れ
ば
な
に
も

「
評
判
」

の
形
を
取
る
必
要
は
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。

『徒
然
草
嫌
評

判
』
の
述

べ
る
と
こ
ろ
は
、
『
徒
然
草
』
を
使
わ
ず
と
も
、
例
え
ば

『
海

上
物
語
』
や

『因
果
物
語
』
の
よ
う
な
形
で
構
想

で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
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『竹
斎
療
治
之
評
判
』
の
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
『竹
斎
』
を

使
わ
ず
と
も
医
学
書
と
し
て
実
現
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は

「評
判
」
と
い
う
書
名
を
持

つ
も
の
の
、
『太
平
記
』
を
は

じ
め
と
す
る
軍
記
物
語
の

「
評
判
」
を
最
も
形
骸
化
し
た
形
で
受
け
継

い
で
い
る
と
い
え
る
し
、
当
代

の
人
物

・
事
物
に
即
し
て
評
判
す
る

「
評
判
記
」
と
も
全
く
違
う
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
「今
按
に
、
平
家
物

語
は
元
来
稗
官
の
史
、
兎
園
の
策
な
れ
ば
、
評
を
加
ふ
る
に
た
ら
ぬ
も

の
な
れ
ど
」

と

『平
家
物
語
』

で
さ
え

「評
判
」
す
る
に
足
り
ぬ
と
す

る

『平
家
物
語
評
判
瑠
類
』
の
言
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
と
り

あ
げ
た
仮
名
草
子
二
書
な
ど
最
も
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
話
題
が
教
訓
を
引
き
出
す
に
足
る
素
材

で
あ
り
教
訓
を
引
き
出
せ
な
い
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
の
二
作
品
に

み
ら
れ
る
方
法
は
、
中
世
以
来
の

『
源
氏
物
語
』
『伊
勢
物
語
』
等
の
古

典
注
釈
に
お
け
る
方
法
を
、
あ
る
意
味
で
極
端
な
ま
で
に
突
き

つ
め

た
、
や
は
り
特
異
な
も
の
だ
と
も
い
え
る
。

た
だ
し
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
か

っ
た

『
可
笑
記
評
判
』
は
ま
さ
に
当

代
を
批
判
し
た

『可
笑
記
』
を
対
象
に
即
し
て
評
判
し
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
万
治
三
年
と
い
う
刊
年
は
軍
書

の
評
判

の
出
版
か
ら
み
て
も
早
い

時
期

で
あ

っ
て
、
浅
井
了
意
の
時
流
を
見
る
目
の
確
か
さ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
。
ま
た
、
山
岡
元
隣
の

『古
今
百
物
語
評
判
』
は
対
象
は
怪
異

で
あ
る
が
、

そ
の
対
象

に
即
し
て
丁
寧
に
評
を
行

っ
て
い
る
態
度
に

は
、
前
記
二
書
の
よ
う
な
強
引
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

本
来
な
ら

『太
平
記
』
に
対
す
る

「評
判
」
や

『
太
閤
記
』
に
お
け

る

「
評
」
に
続
く
正
し
い
意
味

で
の

「史
評
」

は
、
徳
川
将
軍
家
の
歴

史
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
幕
府
が
当
代

の
政
治

・
家
系
に
関
し
て
の
言
及
を
禁
じ
て
い
る
以
上
、
そ
の
「評
判
」

の
方
向
は
お
の
ず
と
別
の
面
に
向
か
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
て

「
史
評
」

は
徳
川
家
以
前
の
軍
書

・
軍
記
物
語
に
向
か
い
、
「雑

評
」
は
当
代
の
遊
女

・
役
者
と
い
っ
た
風
俗
に
向
か

っ
て
い
っ
た
の
で

は
な
か

っ
た
か
。
そ
の
模
索
の
過
程
に
、
仮
名
草

子
に
お
け
る

「評
判
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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